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研究成果の概要（和文）：本研究では視覚芸術におけるトラウマの歴史とその表現について考察した。トラウマが心理
ケアの方法として用いられてきた歴史は長い。戦争神経症やシェルショックが問題とされた第一次世界大戦前後にはじ
まるが、1980年代以降のPTSDへの関心にあわせて、芸術家はパフォーマティブな参加芸術に取り組むようになり、芸術
批評やキュレーションの課題になった。本研究ではトラウマに取り組む具体的な芸術家の実践と理論を検証した。トラ
ウマ的な歴史の記憶を視覚表現で再構築しすることで、個人の記憶のみならず集合的記憶としてともに美的に感受され
る。視覚芸術の歴史と理論の理解は、将来のトラウマの心理ケアの可能性につながる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to explore the history of knowledge of trauma and 
its expressions in the visual arts. There has been a long history concerning trauma and visual arts. 
During and after the First World War, there were frequent reports of war neurosis and shell shock. 
Artists and movie directors began to express personal and historical trauma through moving images. When 
the first diagnoses of PTSD were made in the 1980s, many artists became interested in psychoanalytic and 
therapeutic methods and began to engage in performative and participatory practices. Art critics and 
curators followed this approach. This research examines the art works and writings of Abel Gance, Lygia 
Clark, Mike Kelley, Pedro Reyes, William Kentridge, and Shiro Takatani. Examining the visual arts and 
aesthetics with regard to the memory loss that occurs after traumatic injury, this study brings attention 
to the possibility of managing psychological and historical trauma through the visual arts.

研究分野： 芸術学

キーワード： トラウマ　喪の労働　現代アート　セラピー　記憶　メディエーション　アーカイブ　映像
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１．研究開始当初の背景 
 
近年の文化研究の傾向として、歴史や出来事
の直接的な再現表象から、個人的・集団的な
記憶をいかに表象しうるかという問題へと
重点が移行してきた。とりわけ 1980 年代以
降の文化研究から、「トラウマ」という概念
が注目されるようになった。トラウマに関連
する出来事に以下が挙げられる。 
・災害・テロリズム 
・戦争・暴力の被害・加害体験 
・幼児期における虐待と愛着障害 
これらは、古くからも視覚芸術の主題となっ
てきたが、近年ますます芸術批評や文化論の
なかで用いられるようになってきている。ト
ラウマ的体験の表象は、行為を促す現在の知
覚と過去の記憶の解離、公共の歴史と個人的
記憶の現実性の剥離を表す兆候的な事例と
なってきた。1990 年代以降になると、トラ
ウマを題材にした物語や研究が膨大に蓄積
され、トラウマ的障害からいかに社会復帰を
遂げたかというサヴァイヴァーの物語が、現
代のヒロインやヒーロー像の典型となり、広
く称揚されるまでに至る。こうした社会的価
値観の変容によって、トラウマや PTSD は、
メディアや芸術の主題のクリシェとなり、単
なる一症例を超えて「心理学化する社会」、
「トラウマ文化」と総称される文化現象を表
す兆候と見なされるようになった。 
トラウマに対する関心の広がりを顕著に表
しているのが映画作品である。というのも、
フラッシュバックと映画の技法としての回
想シーンとの類縁性から、トラウマ研究にお
いて映像メディアは格好の分析の対象にな
ってきたからである。森茂起『トラウマ映画
の心理学』（2002 年）のように、日本でも臨
床心理学の専門家からの考察が進められて
きた。しかし、トラウマをめぐる視覚芸術の
表象、アートセラピーの実践、美術館の展示
企画を関連させた研究は、映画研究に比べる
とまだまだ未踏の領域であった。本研究では、
近年のトラウマ研究を踏まえながら、絵画や
インスタレーションなどの視覚芸術の領域
で、どのようにトラウマが表象され、展示さ
れ、主題になってきたかを歴史的に考察した。 
 
 
２．研究の目的 
 
現状の芸術文化研究でトラウマという概念
が重要視されるようになってきた。トラウマ
文化が隆盛となる歴史的意義について芸術
や文化研究を整理し、これまで臨床心理学や
アートセラピーの実践が積み重ねられてき
たトラウマ・ケアの理論をも踏まえて、視覚
芸術と心理学・文化研究の土台となる歴史と
理論を辿る。戦争、暴力、災害、テロリズム
などを主題にしたインスタレーションアー
トや参加型芸術を具体的に分析しながら、芸
術の創作行為におけるトラウマの表象や心

理ケアの問題を考察する。それらの芸術史的
展望を通して、美術領域と臨床の連携に関す
る現代的な可能性を構想する。 
美術史、アートセラピー、臨床心理学、トラ
ウマ文化研究や、その他の社会学、人類学に
おける個人的歴史と集合的記憶をトラウマ
という切り口で論じた近年の研究文献を収
集し、個別のアーティストの取り組みについ
て考察を深めていく。あわせて国内外での国
際展などの視察を通して、大戦後の欧米にお
けるトラウマへの関心の高まりと心理療法
を用いた芸術、ポスト冷戦時代におけるトラ
ウマ文化の展開、日本での記憶やトラウマに
まつわる芸術表現の検証を行う。 
 
３．研究の方法 
 
（１）2012 年度 
アートセラピーの歴史に関する研究を進め、
それとゆかりの深いアーティストの作品や
テクストの読解を進める。トラウマ文化に関
する研究書やトラウマという観点で行われ
た展覧会カタログの収集を行う。1960 年代以
降にアートセラピーが大学や臨床のなかで
制度化される過程で、それを批評的に応用す
る芸術家の取り組みについて考察すること
で、アートの歴史と精神分析学および臨床心
理学の歴史の交叉について明らかにする。
2011−2012 年にロサンゼルスで行われた
Pacific Standard Time の展覧会カタログを
収集しながら、戦後アメリカ西海岸のアーテ
ィストの取り組みについて調査し、マイク・
ケリー、リジア・クラーク、ペドロ・レイエ
スといった南北のアメリカの芸術家の研究
を進めた。またクラークはフランスに亡命し
ていた時期があるので、パリの図書館を中心
にフランスでの1960年代−70年代の臨床心理
学の展開に注目し、アートにも造形の深い精
神分析家のピエール・フェディダの著作の読
解を進めた。さらにリジア・クラークはセラ
ピーに関心をもっていただけでなく参加芸
術の先駆者としても捉えられる。そこから得
られた「セラピストとしてのアーティスト」
という芸術家像は、先行研究では十分に論じ
られていない未踏の視点である。リジア・ク
ラークの研究についてはアートセラピーに
関する共著に論文を発表し、あわせてアート
セラピーと芸術史の双方を並べた年表を作
成した。 
調査：パリでの文献調査に加えて、メスで行
われた『1917 年』展の視察からは、第一次世
界大戦でのシェルショックも含めた視覚表
象とその歴史について理解することができ
た。またカッセルで行われたドクメンタ 12
の視察も行い、芸術祭ディレクターが「トラ
ウマと癒やし」を主題に据えていることを通
して、現代アーティストによる歴史や個人的
トラウマを主題にした作品についての知見
を得た。そこで得た知見については、次年度
以降に考察を発展させて論文で触れた。さら



に 1995 年の阪神淡路大震災、2011 年の東日
本大震災を主題とした展覧会についての研
究会や調査を行った。 
 
（２）2013 年度 
ドクメンタ 12 に出品されていたペドロ・レ
イエスの作品の分析を進めることを通して、
「セラピストとしての芸術家」という観点を、
2000 年代のアートの傾向に広げて考察をつ
づける。レイエスは心理劇やゲシュタルト療
法から、その参加芸術の方法を発展させたこ
とがわかり、セラピーを通したエクササイズ
の場の創造まで、きわめて広範囲にわたる取
り組みを行っている。そこには紛争調停の方
法論も含まれる。セラピーだけでなくメディ
エーションという観点からもトラウマの問
題とその解決が模索されていることに注目
した。さらに近年の関係性精神分析や神経科
学の発展によるアートセラピーの分野での
トラウマ治療の発展についても整理した。 
調査：欧州での文献調査を進め、あわせて南
仏やカールスエールやイスタンブールで行
われていた地中海地域での文明衝突に関す
る展覧会や芸術祭を視察した。マルセイユ−
プロヴァンスでは欧州文化首都にあわせて
地中海文明博物館が開館した。そこでは、北
アフリカからの移民を主題とした展覧会も
多く行われており、きわめて充実した作品調
査と資料収集を行うことができた。また戦中
のレジスタンス時代の歴史やシュルレアリ
ストの亡命についての知見も深めることが
できた。さらに年度末にはシカゴで CAA に参
加したり、ベトナム戦争以後にアートセラピ
ーが活発に行われそれらの作品が収蔵され
ているシカゴの退役軍人美術館を調査した
りし、NY の図書館でウィリアム・ケントリッ
ジやバルテュス、アンドレ・マッソンなどシ
ュルレアリストとトラウマに関する調査を
行い、レビューや論文を発表した。 
 
（３）2014 年度 
引き続きトラウマ文化の議論の発展につい
ての整理を行う。ウィリアム・ケントリッジ
に関する調査をもとに、「喪の労働」として
の映像メディアの発展の歴史についての考
察を深めた。精神分析学において記憶のメタ
ファーとして映画などのメディアが言及さ
れることに注目して、「喪の労働」の概念を
芸術論の観点での再検証を行った。さらに映
画とは異なるデジタル・メディア時代のトラ
ウマや記憶の表現や「喪の労働」の問題を考
察するために、日本のマルチメディア・パフ
ォーマンス集団ダムタイプのメンバー高谷
史郎の作品に注目し、森美術館とテート・ア
ジア・パシフィック共催の国際シンポジウム
『トラウマとユートピア』で発表を行った。 
調査：ペテルベルグで行われた欧州の各都市
をまわるビエンナーレであるマニフェスタ
10 を視察し、フロイト美術館など、ロシアで
の精神分析やトラウマに関する調査を行っ

た。あわせてヘルシンキではアルフレッド・
ジャールの個展を、広島ではドリス・サルセ
ドの展覧会を調査し、南米の芸術家の取り組
みについて理解を深めた。さらに横浜トリエ
ンナーレでも日本の戦後を中心とした記憶
と忘却がテーマになっており、国際的な状況
のなかでの日本の戦後のトラウマと芸術表
現の研究を進めた。 
 
（４）2015 年度 
トラウマという言葉が定着する以前の戦争
神経症やシェルショックという概念と映像
表現の形成について考察を行うために、資料
の読解と映像作品の分析を進める。その結果
をもとに、映像メディアと「喪の労働」とい
う観点から第一次世界大戦と戦後の兵士た
ちの戦争神経症について克明に描いた映画
『J’accuse』についてトラウマティック・
ストレス学会で発表を行った。さらにウィリ
アム・ケントリッジによる第一次世界大戦前
のナミビアの虐殺と「喪の労働」を主題に映
像インスタレーション《ブラックボックス》
（2005 年）に関する論考を執筆し、フロイト
の「喪の労働」という概念が形成される時代
の精神分析学と当時の精神医学、メディア、
アーカイブについて考察した。また、芸術批
評において、いかにトラウマという概念が注
目されてきたかについての歴史的展望をま
とめたうえで、トラウマとともにある感性を
美として理論づけたブラハ・L・エッティン
ジャーのジャック・ラカンやアブラハムとト
ロークの精神分析理論の読み替えについて
論考を執筆した。 
調査：2015 年 3月から行われた京都国際芸術
祭 PARASOPHIA は京都の戦中戦後の記憶の問
題を含めたテーマ設定があり、トラウマとい
う観点から論じることができる国際展であ
った。映像作品も含めてじっくり鑑賞を行い、
ウェブマガジンREALKYOTOに長文のレビュー
を執筆した。また、「All the World’s Futures」
をテーマに、現代社会が抱える矛盾を主題に
したヴェネチア・ビエンナーレを調査し、各
国のパビリオンのキュレーションにも注目
した。アルバニア館が百年前の虐殺と亡命の
経験をテーマにして金賞を獲得したが、トラ
ウマという観点に関わる作品や展示構成は
ここでも目立っていた。 
 
４．研究成果 
（１）本研究の成果 
視覚芸術が心理ケアの方法として用いられ
てきた歴史は長く、戦争神経症やシェルショ
ックと呼ばれた心的外傷についての理解は
第一次世界大戦前後に形成された。精神分析
における関心と並行してアベル・ガンスとい
った映像作家やシュルレアリストたちは視
覚芸術の表現に取り入れていく。ウィリア
ム・ケントリッジのアニメーションで当時の
南西アフリカでの虐殺と収容所の歴史を振
り返る作品は、大戦以前に優生学がドイツで



発展していったことテーマにし、喪の労働の
必要性を精神分析学を超えた視点で提示す
る作品になっている。 
トラウマの問題は 1980 年代以降 PTSD をめぐ
る臨床心理学の発展によって現代的な課題
となり、1990 年代からハル・フォスター、ジ
ル・ベネット、グリゼルダ・ポロックといっ
た美術史家たちが異なる角度で論じるよう
になった。写真や絵画の重ね書き、ドキュメ
ンテーションの方法から、メディアアート、
参加芸術まで幅広い表現方法によってトラ
ウマの問題が扱われており、精神分析学や臨
床心理学の分野との連携の歴史も厚い。我が
国では視覚芸術におけるトラウマという課
題を歴史的・理論的に考察することは未踏の
領域であったが、本研究によって先駆的な研
究基盤が整理された。視覚芸術におけるトラ
ウマと心のケアという本研究課題をテーマ
ごとに整理すると以下になる。 
①歴史イメージの再構築：19 世紀の奴隷貿易
の廃止から 20 世紀の人種主義をめぐるトラ
ウマに関わる視覚芸術について、過去に論考
を発表したインカ・ショニバレ、キャラ・ウ
ォーカーについての研究をフォローしなが
ら、テキスタイル、影絵、映像によってトラ
ウマ的な歴史を再構築する視覚芸術の知見
を深めた。 
②トラウマの美学・感性論：モナ・ハトゥム
とブラハ・L・エッティンジャーの作品を通
して、トラウマ的記憶の境界を超え、ともに
目撃するための母胎「マトリクス」の概念に
ついて考察した。 
③セラピストとしての芸術家：視覚芸術にお
けるトラウマをセラピーの理論を通して実
践する試みとして、リジア・クラーク、マイ
ク・ケリー、ペドロ・レイエスなどが挙げら
れる。芸術と療法をコンセプチュアルに行き
来する北米と南米の作家の方法の考察によ
って、視覚芸術における身体的なパフォーマ
ンスや参加芸術やメディエーションの方法
について明らかにした。虚偽記憶や失敗や記
憶の抗争といった問題点についても同時に
指摘した。「セラピストとしての芸術家」と
いう視点は本研究者の独自の考察であり、こ
の観点をいっそう深めていくことは意義が
あると考えられる。 
④「喪の労働」を超えた映像：映像表現によ
る喪の労働については、第一次世界大戦の戦
争神経症を映像で表現したアベル・ガンスや
ウィリアム・ケントリッジによる総合芸術の
試みに対比して、高谷史郎によるデジタル化
時代の映像に関する表現を参照した。 
⑤国際芸術祭とトラウマ文化：ドクメンタ 13
（2012 年）をはじめとして、欧州文化首都マ
ルセイユ−プロヴァンス（2013 年）、横浜トリ
エンナーレ（2014 年）、京都国際芸術祭（2015
年）、ヴェネチア・ビエンナーレ（2015 年）
など、多くの芸術祭で歴史と記憶や忘却やト
ラウマをテーマにしたキュレーションが行
われたが、その実態について調査した。 

・震災後の芸術とトラウマの問題：2011 年以
降に行われた震災をめぐる芸術展は膨大な
量におよび、十分にフォローしきれていない
が、部分的な資料収集を行っている。 
 
上記の成果から、トラウマ的な歴史の記憶を
視覚表現で再構築し、それを美的に感受でき
るようにすることは、個人の記憶を癒やし、
集合的記憶として公共化され得ることが明
らかになった。こうしたプロセスを構造化し
た芸術の方法を理解することで、将来に芸術
表現を心理的なケアの可能性に役立ててい
くことができる。そのための歴史的・理論的
基盤を構築することができた。 
 
（２）今後の研究 
今後は上記の内容を、発表した論考に全体的
な手直しを加えたうえで、収集した資料をも
とにまとめ直す作業を行う。特に地中海地域
をテーマにした視覚芸術に関しては、調査結
果と資料をもとに今後さらなる論考の執筆
が可能であり、取り組まなければならない。
またトラウマのセラピーで制作された芸術
を収蔵するシカゴの退役軍人美術館の歴史
的な意義はより詳細な検討に値する。本研究
で得られたトラウマ、記憶、アーカイブ、セ
ラピー、メディエーションに関する知見をも
とに、これまでの研究を発展させる。とりわ
け記憶のアーカイブ化とそれを行為や視覚
表現を通して生きられたものとして再活性
させるメディエーションや視覚化の方法に
ついて、メディア芸術やパフォーマンスアー
トや展覧会キュレーションの具体的な事例
の研究を発展させていくことが、今後の課題
である。 
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